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　　魚眼カ メ ラに よる空撮画像を用 い た

リア ル タイ ム被災状況把握 シ ス テ ム の 開発
Development 　of 　a 　real

−tirne　disaster　damage 　monitoring 　system

　　　　　 using 　an 　aerial 　image　by　a 　fish−eye 　camera
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1． は じめに

　 災 害発 生 時 に は ，広 範囲 の 被害状 況 を迅 速 に 把 握す る事 が

支援活 動上 きわめ て 重要 で ある．そ こ で ，従 来我 々 は ラ ジ コ

ン ・ヘ リ コ プ タか ら魚 眼 カ メ ラ （魚 眼 レ ン ズ を装着 した カ メ

ラ）で 空 撮を行う事で ，迅 速に 広 範囲の 情景把握 を可能 に す

る シ ス テ ム を提案 し て きた 【1］．今 回 は 当該 シ ス テ ム の リア ル

タ イ ム 通 信 に 関す る 実 験 結 果 に つ い て 述 べ る．従 来 手法 で

は，Wjndows の 機能 で あ る リモ ートデ ス ク トッ プ機能 を利用

して 通 信 実験 を行 っ た が，通 信容 量 の 増 大 に よ り，lfps 以 F
で しか送 信 で きな か っ た．そ こ で 今 回，画像 送信 時 の 負荷 を

下 げ る た め，樶影 し た 画像 を JPEG 形 式 に 圧 縮 し て か ら送 信

す るプ ロ グラム を作成す る．また，送信機 器 にっ い て も，田

で 使 用 した 機器 に 加 え て，指 向性 ア ン テ ナ 〔BUFFALO 製，
WLE ・2DA ）を 用 い る事で ，安定 し た 通 信 を 可能 に し，フ レ ー

ム レ ートの 向上 を 図 る．なお，通信 切断 時 に お い て は、独 自

に 再接 続機 能 をつ け加 えた．
2．実験方法

　無 線 通 信 に お け る 実 験 環 境 を Fig．1 に 示 す ，図 中，
Laboratoryは 新潟 大学情報 理 工 棟 ，　 Buildingは新 潟 大 学 生命

環境 棟 を表 す．ア ン テ ナ は 8 階廊 下 の 窓 か ら，下方 に 45
°

傾け て 配 置 した ．図 中   地 点 よ り通信 とフ レ ーム レ ートの 測

定 を 開始 し ，そ の 後   〜◎ 問 を計 3 往 復 す る 問，通 信 状 態

を観察する．移動 を行 っ た 時問は 約 10 分 間，  地 点 とア ン

テ ナ と の 直 線 距離 は 約 Ssm で あ る．な お，通 信 機 器 の 規 格

は全 て 且EEE802 ．11n で 行 う．また，  に て 遅延 時問，画像取

得 ま で の 処理 時 間 を測定 す る．次に，研 究室 内 に て，有線で

接続 を行 い，無線通 信 と同様 に フ レ
ー一

ム レ
ー

ト，遅 延 時間，
処 理 時 問 を 測 定 す る．
3． 結果

　今 回 原 画 像 を JPEG に 変 換 す る 事 で ，画 像 サ イ ズ を 約

5．5MB か ら約 200KB に 圧 縮 し た．無 線通信 に て ，6 面 デ ィ ス

プ レ イ 投影方式 に よ り受信側 PC に表 示 した左 右 方 向に対 す

る透 視 投影 画 像 を Fig．2 に 示 す．上 下 方 向に 関 して は 空 と 地

面 しか 映 っ て い ない た め省略する．通信実験を行 っ た 結果 を

Table．1 に 示 す．無 線 通信 で は，有線 通信 と比較 して，フ レ

ーム レ ートが約 1〆2 の 2、3fps，遅延 時 間 は 約 3 倍 の 3 秒，画

像取 得 時間 は約 2．5倍 の 370ms とな っ た．
4． 考察 ・ま とめ

　魚 眼 カ メ ラに よ る空撮 シ ス テ ム に お い て ，リア ル タイ ム 通

信 に 関 す る 実験 を 行 っ た、そ の 結果，従来 手法 の 1fps と比 較

し，撮影 画像 を JPEG に圧 縮 した事 に よる通信 負荷 低減 と，
外部 ア ン テ ナ に よ る 通 信 の 安定化 に よ り，約 2．3fPsで送 信す

る 事 が で きた．有線実験 で は 約 5fps で 表 示す る事 が 可 能 で あ

っ た 事 か ら，今 後 更 に 改 善す る事 が 可 能 で あ る と考 え ら れ る．
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また，処 理 時間 の 多 くを画 像取 得時 間が 占めて い る事 か ら，
通 信負 荷 を 更 に低 減 す る 事 が で きれ ば，よ り効率 良 くフ レ ー

ム レ
ー

トを 向上 で きる と考 え られ る．なお ，現 在 機器 の 軽 量

化 を 図 る た め に ，魚 眼 レ ン ズ 付 き の ネ ッ トワ
ー

ク カ メ ラ

（Mobotix 社 ；Q24M）を用 い た計 測 に つ い て も検討 して い る．
今後，遅延時間や フ レーム レ ー

トの 低下 が 、被災地観測の 際

に どの 程 度影 響 を与 え るか にっ い て，車 門家 と と もに 検 討 す

る 予 定で あ る．
　 本研 究 の

一
部 は 新潟 大 学 災害 復 興科 学セ ン タ

ーの 支援 に よ

る もの で あ る．
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